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南房総市開催 

軟式野球 H22.9.25～10.5 自転車 
会期 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

総人口（－17） 
43,812人 

男（－4） 
20,983人 

女（－13） 
22,829人 

世帯数（＋4） 
17,109世帯 

出生 20人 死亡 61人 転入 79人 転出 59人 （　）内は前月比 

人口の動き （平成21年9月1日現在） 
南房総市
携　帯
サイト

南房総市
安全安心
メール
配信登録
QRコード

「生き続ける」 初山京子さん（17頁に紹介記事）

平成20年度
南房総市行政改革の進捗状況
平成21年度
市政懇談会の実施状況
光ファイバーを市内全域に整備
デマンド型乗合タクシー事業
定額給付金の申請期限間近
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こんなことがありました
健康だより～始めよう!!  歯周病予防～
エコ★ニュース ～つけてみよう「環境家計簿」～
公民館　講座・教室の受講生募集
県道 和田丸山館山線の一部区間全面通行止め
市からのお知らせ
まちづくりの主役たち

11
12
13
14
16
17
20

表紙作品を募集しています



市
長
へ
の
手
紙
、

市
長
出
前
講
座
の
実
施

市
長
へ
の
手
紙
に
は
、
68
通
で
75
件
の

意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
政

運
営
の
参
考
と
な
る
提
案
な
ど
も
多
く
、

職
員
の
問
題
意
識
の
向
上
へ
と
つ
な
が
り

ま
し
た
。

市
長
出
前
講
座
に
は
、
８
団
体
で
２
８

４
人
の
参
加
が
あ
り
、
よ
り
き
め
細
か
な

意
見
交
換
の
場
と
し
て
市
民
に
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
の
策
定

南
房
総
市
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
を

設
置
し
、
市
の
特
性
に
立
脚
し
た
男
女
共

同
参
画
の
あ
り
方
の
協
議
を
重
ね
「
南
房

総
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

組
織
機
構
の
見
直
し

平
成
21
年
度
の
組
織
で
は
、
新
た
な
地

域
力
を
見
出
す
た
め
の
市
民
と
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
積
極
的
な
推
進
、
地
産

地
消
・
資
源
循
環
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
、
保
険
・
年
金
関
係
業
務
窓
口
、
子
育

て
支
援
窓
口
の
一
本
化
な
ど
を
主
眼
と
し

た
組
織
に
再
編
し
ま
し
た
。
ま
た
、
収
入

役
を
廃
止
し
、
一
般
職
で
あ
る
会
計
管
理

者
を
設
置
し
ま
し
た
。

臨
時
職
員
等
登
録
制
度
の
導
入

臨
時
職
員
な
ど
を
希
望
す
る
人
を
、
常

時
受
け
付
け
て
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
臨
時

職
員
等
登
録
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
担
当
課
で
対
応
し
て
い
た
募
集
事

務
や
突
発
的
な
欠
員
の
対
応
な
ど
課
題
の

改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

情
報
提
供
の
充
実

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
市
民
の
声
を
も
と
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
予
約
状
況
の
確
認
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
、
各
種
様
式
の
記
載
例
の
掲
載
、
防
災

行
政
用
無
線
の
放
送
内
容
の
掲
載
な
ど
、

情
報
の
提
供
を
充
実
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
再
編
の
推
進

公
共
施
設
等
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

に
よ
り
、
市
営
の
２
０
０
施
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
直
し
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

各
部
署
に
お
い
て
は
、
代
替
措
置
や
再
編

後
の
対
応
、
地
元
の
利
用
団
体
と
の
協
議

方
針
な
ど
、
具
体
的
な
作
業
内
容
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

2 2009年9月号

市
で
は
、
自
主
的
で
持
続
可
能
な
自
立
し
た
行
財
政
運
営
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
「
南
房
総
市
行
政
改
革
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、
歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
る
幅
広
い
行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

計
画
年
度
3
年
目
と
な
る
平
成
20
年
度
の
主
な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

開
か
れ
た
行
財
政
運
営
の
推
進

時
代
に
即
応
し
た
組
織
機
構
の

見
直
し
と
電
子
市
役
所
の
推
進

民
間
委
託
の
推
進
と

事
務
事
業
の
見
直
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た

市
民
活
動
の
紹
介

市
民
活
動
を
情
報
発
信
す
る
た
め
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
、「
南
房
総
み
ん
み

ん
ネ
ッ
ト
」
を
開
設
し
、
市
民
公
益
団
体

の
情
報
発
信
を
各
団
体
が
自
由
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
指
針
の
策
定

南
房
総
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指

針
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
市
民
と
行
政

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
引
き
と
な
る

「
南
房
総
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
協
働
に

よ
る
地
域
経
営
の
母
体
と
な
る
「
地
域
づ

く
り
協
議
会
」
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
　
南
房
総
市
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

提案箱「市長への手紙」

平
成
20
年
度

南
房
総
市
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

進
む
行
政
改
革
　
効
果
額
　
5
億
5，

2
9
2
万
2
千
円

平
成
20
年
度

南
房
総
市
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

進
む
行
政
改
革
　
効
果
額
　
5
億
5，

2
9
2
万
2
千
円



で
、
計
画
よ
り
も
前
倒
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
の
推
進

行
政
課
題
な
ど
に
適
切
に
対
応
し
、
意

欲
的
に
職
務
に
取
り
組
む
職
員
の
育
成
と

活
用
を
目
的
と
し
て
、「
南
房
総
市
人
材

育
成
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
方
針
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

「
新
た
な
人
事
評
価
」
に
つ
い
て
、
管
理

職
を
対
象
と
す
る
第
１
次
試
行
に
向
け

て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
税
収
入
の
確
保

県
税
務
職
員
と
の
共
同
臨
戸
徴
収
、
全

庁
体
制
に
よ
る
応
援
臨
戸
徴
収
、
滞
納
処

分
の
強
化
に
よ
り
、
税
収
入
の
確
保
に
努

め
ま
し
た
。

ま
た
、
不
動
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
着
手
し
ま
し

た
。補

助
金
な
ど
見
直
し
の
推
進

補
助
金
等
見
直
し
基
準
に
よ
る
見
直
し

の
結
果
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
で
は
、

前
年
度
と
比
べ
、
減
額
ま
た
は
廃
止
51
件
、

現
行
維
持
55
件
、
新
設
３
件
で
し
た
。
今

後
も
、
見
直
し
基
準
に
基
づ
き
、
市
が
助

成
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
補
助
率

や
補
助
対
象
が
妥
当
で
あ
る
か
な
ど
、
抜

本
的
に
見
直
し
ま
す
。

策
定
し
ま
し
た
。

市
内
を
横
断
す
る
快
速
バ
ス
の
実
証
運

行
の
開
始
や
、
北
三
原
線
の
ス
ク
ー
ル
混

乗
バ
ス
の
運
行
に
よ
る
合
理
化
、
平
群
線
、

丸
線
の
系
統
整
理
、
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直

し
、
市
営
路
線
バ
ス
の
運
行
方
法
を
見
直

し
ま
し
た
。

定
員
適
正
化
の
実
施

平
成
18
年
度
に
定
員
適
正
化
計
画
を
策

定
し
、
平
成
18
年
４
月
１
日
の
職
員
数
７

０
８
人
を
平
成
22
年
４
月
１
日
に
は
６
６

１
人
と
す
る
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
新

規
採
用
の
抑
制
や
、
勧
奨
退
職
制
度
、
早

期
退
職
者
制
度
の
実
施
な
ど
に
よ
り
平
成

21
年
４
月
１
日
の
職
員
数
は
６
４
１
人

投
票
区
の
見
直
し

富
山
地
区
で
、
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

第
12
投
票
区
と
第
13
投
票
区
を
統
合
し
、

平
久
里
下
青
年
館
の
投
票
所
を
富
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
統
合
し
ま
し
た
。

市
立
幼
稚
園
お
よ
び

小
中
学
校
再
編
計
画
の
推
進

市
内
７
地
区
の
区
長
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

地
域
審
議
会
、
小
中
学
校
に
「
南
房
総
市

立
幼
稚
園
お
よ
び
小
中
学
校
再
編
計
画
」

の
説
明
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

計
画
に
お
け
る
平
成
20
年
度
か
ら
平
成

22
年
度
の
第
１
期
推
進
地
区
で
あ
る
富

浦
、
富
山
、
白
浜
地
区
に
つ
い
て
は
、
地

区
学
校
再
編
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
学

校
再
編
方
針
案
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て

い
ま
す
。

北
三
原
幼
小
と

南
三
原
幼
小
の
再
編

平
成
20
年
４
月
１
日
に
北
三
原
幼
小
と

南
三
原
幼
小
を
再
編
し
、
園
児
数
54
人
、

児
童
数
１
４
０
人
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
学
校
教
育
環
境
が
向
上
し
ま
し

た
。市

内
バ
ス
交
通
再
編
の
検
討

南
房
総
市
地
域
公
共
交
通
会
議
、
南
房

総
市
地
域
交
通
活
性
化
協
議
会
を
設
置

し
、
地
域
公
共
交
通
の
問
題
を
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、「
南
房

総
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い

財
政
運
営
の
確
保

職
員
の
定
員
管
理
と

給
与
の
適
正
化

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定

今
後
病
院
が
担
う
べ
き
役
割
や
、
経
営

の
効
率
化
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

を
ま
と
め
た
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。
期
間
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
25
年
度
で
、
主
な
内
容
は
、
経
営

形
態
の
見
直
し
、
安
房
医
療
圏
内
の
位
置

づ
け
、
職
員
の
意
識
改
革
、
病
院
か
ら
の

情
報
発
信
で
す
。

今
後
と
も
全
庁
を
挙
げ
て
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

32009年9月号

平
成
20
年
度
　
南
房
総
市
行
政
改
革
の
進
捗
状
況

「南房総市行政改革推進計画」、「平成20年度

取組状況報告書」の詳細は、市ホームページでご

覧ください。

市ホームページ

http://www.city.minamiboso.chiba.jp

問い合わせ

行政改革推進室　TEL 33－1031

快速バス「うらら」



今
年
度
は
、
２
つ
の
地
域
づ
く
り
協
議

会
（
白
浜
、
和
田
地
区
）
と
５
つ
の
準
備

会
（
富
浦
、
富
山
、
三
芳
、
千
倉
、
丸
山

地
区
）
の
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

市
民

災
害
発
生
な
ど
緊
急
時
の
食
料
備

蓄
状
況
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

行
政
区
単
位
で
の
食
糧
備
蓄
に
、
市
の

助
成
は
あ
り
ま
す
か
。

市

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
食
料
備
蓄

は
、
市
の
人
口
の
お
お
む
ね
10
パ
ー
セ

ン
ト
に
あ
た
る
４
５
０
０
人
分
の
３
日

間
分
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
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平
成
21
年
度
　
市
政
懇
談
会
の
実
施
状
況

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
市
政
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

５
月
21
日
か
ら
６
月
23
日
ま
で
、
市
内

８
会
場
で
合
計
１
１
３
５
人
の
皆
さ
ん
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
に
石
井
市
長
か

ら
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

次
に
加
藤
企
画
部
長
か
ら
「
今
年
の
予
算
」

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
参
加
者

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民

市
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
を
旧

町
村
単
位
の
７
地
域
で
立
ち
上
げ
ま
す

か
。
行
政
は
協
働
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
。

市

地
域
づ
く
り
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

事
情
が
あ
り
、
旧
７
町
村
単
位
で
の
地

域
づ
く
り
協
議
会
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
支
所
に
職
員
を
配
置
す
る
予

定
で
す
。
市
で
は
、
市
民
協
働
推
進
室

を
設
け
４
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

は
、
市
全
体
で
の
食
糧
備
蓄
を
考
え
て

お
り
、
行
政
区
単
位
の
助
成
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

市
民

防
火
水
槽
は
大
切
で
す
。
消
火
栓

や
用
水
は
不
足
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

市

消
防
施
設
の
整
備
は
、
要
望
書
を
行
政

区
長
か
ら
市
へ
あ
げ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
撤
去
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

消
火
栓
な
ど
の
消
防
施
設
は
、
半
径

１
４
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
何
ら
か
の
施

設
を
置
く
と
し
て
お
り
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
整
備
し
て
い
ま
す
。

市
民

他
地
区
で
の
火
災
発
生
を
放
送
し

て
い
ま
す
が
、
地
元
の
火
災
だ
け
の
放

送
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

市

消
防
委
員
会
、
消
防
団
と
協
議
し
、

火
災
発
生
時
の
緊
急
放
送
は
、
市
内
全

域
と
し
て
い
ま
す
。
団
員
の
就
業
地
域

の
広
域
化
、
ま
た
近
隣
か
ら
い
つ
で
も

支
援
で
き
る
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
現

在
の
放
送
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民

各
支
所
は
や
が
て
な
く
な
り
ま
す

か
。
ま
た
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
多
い
千

倉
支
所
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
に
支
所
を

移
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

市

旧
町
村
の
公
共
施
設
は
点
在
し
て
い

ま
す
。
職
員
数
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
旧
町
村
の
中
で
、
で
き
れ
ば
広

域
的
機
能
を
１
つ
か
２
つ
に
集
約
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
支
所
を
な
く
す

と
い
う
よ
り
、
行
政
機
能
の
み
で
は
な

く
新
た
な
機
能
を
集
約
し
、
ま
ち
づ
く

り
や
賑
わ
い
の
核
と
な
る
施
設
を
作
り

た
い
と
考
え
ま
す
。
支
所
の
職
員
を
ゼ

ロ
に
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
広
域
的
機
能
を
な
く
す
こ
と
も

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
千
倉
地
区
で
ど
こ

に
集
約
す
る
か
、
候
補
と
し
て
保
健
セ

ン
タ
ー
や
今
の
支
所
が
あ
り
ま
す
。
千

倉
支
所
を
外
房
地
区
の
基
幹
支
所
と
す

る
案
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
民

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
い
つ
頃

か
ら
見
ら
れ
ま
す
か
。

市

白
浜
、
富
山
と
も
に
２
０
１
０
年
の

予
定
で
す
。
受
信
に
不
安
の
あ
る
人
は

総
務
省
の
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
※
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民

国
道
１
２
７
号
、
富
浦
地
区
の
南

無
谷
か
ら
豊
岡
間
の
ト
ン
ネ
ル
に
通
学

路
を
設
置
し
ま
す
か
。

平
成
21
年
度

市
政
懇
談
会
の
実
施
状
況

懇談会で説明する石井市長

市
民
協
働

消
防
防
災

行
政
改
革

情
報
通
信

道
路
整
備



市政懇談会に寄せられた意見、質疑件数　（　）は件数 

主　　な　　内　　容　 部局名 

企画政策（５）、情報推進（５）、市民協働（３）、 
地域交通（３）、定住促進（２）、市町村合併（２） 
 
行政改革（２）、財政（３）、総務（１） 

子育て支援（３）、医療対策（１）、高齢者福祉（１） 

消防防災（４）、ゴミ焼却場建設（２）、環境対策（１） 

農道整備（３）、農林水産業振興（５） 

観光振興（６）、商工振興（１）、企業誘致（１） 

道路整備（９）、河川整備（２）、排水整備（１） 

学校教育（３）、スポーツ振興（３）、生涯学習（１） 
 議員定数（２） 

※　寄せられた意見、質疑総数は７５件でした。 

総 務 部 

保健福祉部 

生活環境部 

農林水産部 

商工観光部 

建 設 部 

教育委員会 

議会事務局 

企 画 部 

市

こ
れ
ま
で
の
整
備
要
望
活
動
に
よ

り
、
国
の
予
算
が
つ
き
ま
し
た
。
坂
ノ

下
ト
ン
ネ
ル
の
現
況
調
査
、
設
計
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
浦
小
学
校
前
の

道
路
改
良
に
つ
い
て
も
用
地
買
収
が
で

き
れ
ば
今
年
度
に
実
施
予
定
で
す
。

市
民

丸
山
地
区
の
古
川
か
ら
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
公
園
付
近
ま
で
、
内
房
線
を
ま
た

ぐ
道
路
は
い
つ
完
成
し
ま
す
か
。

市

県
事
業
で
、
本
年
度
中
の
完
成
予
定

で
す
。

市
民

国
道
１
２
８
号
和
田
バ
イ
パ
ス
計

画
、
高
規
格
道
路
計
画
は
、
進
展
し
て

い
ま
す
か
。

市

和
田
バ
イ
パ
ス
計
画
は
県
の
財
政
事

情
に
よ
り
止
ま
っ
て
い
ま
す
。
地
域
高

規
格
道
路
は
計
画
路
線
で
す
が
、
進
捗

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
国
の
道
路

事
情
に
よ
る
た
め
で
、
整
備
の
要
望
活

動
は
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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平
成
21
年
度
　
市
政
懇
談
会
の
実
施
状
況

市
民

富
浦
地
区
・
道
の
駅
お
お
つ
の
里

花
倶
楽
部
か
ら
三
芳
地
区
・
上
滝
田
間

の
農
道
完
成
は
い
つ
頃
で
す
か
。

市

現
在
、
県
に
よ
り
事
業
実
施
中
で
す
。

上
滝
田
か
ら
富
浦
方
面
へ
の
西
之
谷
ト
ン

ネ
ル
は
こ
の
ほ
ど
開
通
し
ま
し
た
。
そ
の

先
の
予
定
地
、
１
４
０
０
メ
ー
ト
ル
が
公

図
混
乱
地
域
の
た
め
未
着
工
で
す
。
農
道

完
成
の
予
定
は
平
成
26
年
度
で
す
。

市
民

ほ
場
整
備
地
区
内
の
農
道
舗
装
を

す
る
た
め
の
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。

市

土
地
改
良
区
域
内
で
あ
れ
ば
、
小
規

模
土
地
改
良
事
業
が
あ
り
ま
す
。
市
の

単
独
事
業
で
補
助
上
限
２
０
０
万
円
、

補
助
率
50
パ
ー
セ
ン
ト
の
制
度
で
す
。

他
に
、
補
助
率
、
資
材
85
パ
ー
セ
ン

ト
、
機
械
50
パ
ー
セ
ン
ト
、
労
力
は
地

元
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。

市
民

国
道
１
２
８
号
沿
い
は
賑
わ
い
が

な
い
の
で
は
。
道
の
駅
の
設
置
計
画
は

あ
り
ま
す
か
。

市

丸
山
か
ら
和
田
地
区
は
、
鴨
川
市
と

千
倉
・
白
浜
地
区
を
結
ぶ
観
光
ル
ー
ト

に
あ
た
り
ま
す
。
道
の
駅
に
限
定
せ
ず
、

和
田
支
所
周
辺
を
整
備
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
協
働
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
考
え
て
い
ま
す
。

市
民

市
の
さ
ら
な
る
合
併
計
画
は
あ
り

ま
す
か
。

市

県
で
は
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
市
と

し
て
は
、
合
併
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

市
民

学
童
保
育
は
、
公
設
公
営
、
民
設

民
営
の
ど
ち
ら
を
目
指
し
ま
す
か
。

市

そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。
地
域

や
実
態
に
沿
っ
た
手
法
で
運
営
し
ま
す
。

市
民

共
働
き
の
人
の
た
め
に
も
学
童
保

育
を
、
土
・
日
曜
日
に
も
実
施
し
て
欲

し
い
。
施
設
も
増
や
し
て
欲
し
い
。

市

本
年
度
か
ら
白
浜
東
部
保
育
園
で
日

曜
日
の
学
童
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

会場でお寄せいただいたご意見・ご質
問などは、秘書課および各支所で閲覧で
きます。また、市ホームページにも掲載
しています。
市ホームページ
http://www.city.minamiboso.chiba.jp
問い合わせ　
秘書課　TEL 33－1002

農
道
整
備

企
画
政
策

市
町
村
合
併

子
育
て
支
援

国道127号坂ノ下トンネル

子育て支援「離乳食給食」

※

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

TEL

０
５
７
０
―
07
―
０
１
０
１

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合

TEL

03
―
４
３
３
４
―
１
１
１
１



市
内
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
は
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
が
中
心
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情

報
は
、
今
ま
で
の
文
字
を
中
心
と
し
た
も

の
か
ら
画
像
や
音
声
、
動
画
な
ど
を
豊
富

に
用
い
た
も
の
に
変
化
（
大
容
量
化
）
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
光
フ

ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

さ
ら
に
情
報
の
大
容
量
化
が
進
む
と
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
で
は
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。大

容
量
回
線
に
よ
る
超
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民
生
活
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
若
者
の
定
住
促
進
、
地
域

の
産
業
経
済
や
電
子
行
政
な
ど
の
基
盤
と

し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
部
な
ど
で
は
通
信
事
業
者
が
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

南
房
総
市
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
県
内
唯
一
の
市
で
す
。

こ
の
た
め
都
市
部
と
の
間
で
情
報
の
地

域
間
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
、

局
舎
か
ら
遠
く
な
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
市
内
に
も
地
域
間
格
差
が
あ
り
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
は
原
則
と
し
て
、
民
間

事
業
者
が
整
備
す
る
と
い
う
の
が
わ
が
国

の
考
え
方
で
す
。
市
で
は
国
に
対
し
て
、

事
業
者
が
整
備
し
に
く
い
条
件
不
利
地
域

へ
の
対
策
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
事
業

者
に
対
し
て
は
、
仮
申
込
書
を
集
め
る
な

ど
市
内
全
域
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
を
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
が
、
採
算
性

な
ど
の
問
題
か
ら
困
難
と
の
こ
と
で
す
。

事
業
者
に
よ
る
エ
リ
ア
拡
大
は
昨
年
３
月

で
ひ
と
段
落
し
、
こ
の
先
の
計
画
は
白
紙

状
態
、
と
い
う
新
聞
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
情
報
化
が
進
み
、
超
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
市
民
・
事
業
所
が
増
え
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
い
つ
と
も
知
れ
な
い
民
間

事
業
者
に
よ
る
整
備
を
待
ち
続
け
る
よ
り

も
、
一
日
も
早
く
市
内
全
域
で
超
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
市
の
将
来
に
と
っ
て

有
効
で
す
。

と
は
い
う
も
の
の
、
市
が
整
備
す
る
に

は
多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。
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地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
今
や
当
た
り

前
。
快
適
に
利
用
す
る
た
め
に
光
フ

ァ
イ
バ
ー
が
欲
し
い
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
す
。
市
で
は
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
整
備
し
た

回
線
を
民
間
事
業
者
に
貸
し
出
し
、

市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
使
っ
て
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
市
内
全
域
に
整
備

便
利
な
暮
ら
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

～光ファイバーとＡＤＳＬ～

「光ファイバー」は、髪の毛ほどの細いガラス繊維
などでできた、光を通す通信ケーブルです。従来の銅
線と比べ信号の減衰が少なく、通信速度も格段に高速
化されます。電話局舎からの距離に左右されず、大量
の情報を送ること（超高速通信）ができます。
「ADSL」は、既存の固定電話の回線を利用してイ

ンターネットに接続する仕組みです。距離が長くなる
と通信速度が極端に低下し、おおむね良好に利用でき
るのは電話局から半径3.5km程度までが目安と言われ
ています。南房総市では主流のインターネットサービ
スです。
下の図は、家庭で使う場合の回線種類によるインタ
ーネット通信速度の違いを表しています。光は送受信
速度が同じですが、ADSLでは送信速度（上り）がか
なり遅くなります。通信速度の違いはデータ送受信能
力に影響します。高品質画像、動画や音楽などの大容
量のファイルの送受信やテレビ電話などを利用すると
きに問題となります。

な
ぜ
光
フ
ァ
イ
バ
ー

な
ぜ
市
が
整
備
す
る
の
？

「子育て支援センターほのぼの」オープン!!「子育て支援センターほのぼの」オープン!!

光ファイバー 

ADSL

ISDN

ダイアルアップ 

回線の種類 インターネット通信速度 
上り最大 
下り最大 
上り最大 
下り最大 
上り最大 
下り最大 
上り最大 
下り最大 

100 Mbps 
100 Mbps 
12.5 Mbps 
50.5 Mbps 
0.128 Mbps 
0.128 Mbps 
0.048 Mbps 
0.056 Mbps 

回線の種類によるインターネット通信速度の違い 

事業者によっては 
上り下りとも 

最大1000Mbps



用
や
後
年
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
張
り
替
え
費

用
に
充
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
逆
に
利

用
者
が
少
な
い
場
合
は
、
一
般
財
源
か
ら

補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
後
の
利

用
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
利
用
な
ど
も

考
え
、
ご
家
族
で
話
し
合
っ
て
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　
TEL

33
―
１
０
０
３

お
り
し
も
、
国
の
平
成
21
年
度
補
正
予

算
で
、
公
共
事
業
な
ど
の
追
加
に
伴
う
地

方
負
担
額
の
軽
減
を
図
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。
市
に
よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

整
備
も
「
公
共
事
業
な
ど
の
追
加
」
に
該

当
し
ま
す
。
通
常
の
交
付
金
に
加
え
、
残

り
部
分
に
も
交
付
金
と
地
方
債
が
手
当
て

さ
れ
ま
す
。
地
方
債
の
元
利
償
還
金
は
後

年
、
地
方
交
付
税
を
加
算
し
、
市
の
負
担

は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

市
内
全
域
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備

に
要
す
る
事
業
費
は
、
概
算
で
16
億
８
０

０
万
円
で
す
。
事
業
費
の
ほ
と
ん
ど
を
国

の
交
付
金
と
地
方
債
で
ま
か
な
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
国
の
支
援
対
象

と
な
ら
な
い
費
用
が
約
１
７
０
万
円
あ
り

ま
す
。

今
後
、
事
業
者
か
ら
提
案
を
求
め
て
、

市
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
整
備
方
法
を
採

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ

ろ
次
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

①

市
は
、
通
信
事
業
者
の
局
舎
か
ら
各

家
庭
の
手
前
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

整
備
し
ま
す
。

②

通
信
事
業
者
は
、
局
舎
内
の
通
信
設

備
を
整
備
し
、
市
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
を
有
償
で
借
り
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

③

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
利
用
希

望
者
は
、
各
人
で
通
信
事
業
者
に
申
し

込
み
ま
す
。
利
用
料
金
は
事
業
者
が
定

め
ま
す
。

整
備
後
の
運
用
に
必
要
と
な
る
維
持
管

理
費
用
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
①
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
架
設
す
る
電
柱

な
ど
の
借
用
料
、
②
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

状
態
を
維
持
す
る
た
め
の
保
守
点
検
費

用
、
③
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
架
設
さ
れ
て
い

る
電
柱
の
移
設
や
災
害
に
伴
う
張
替
な
ど

の
臨
時
費
用
。

こ
れ
ら
の
経
費
に
は
「
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
使
用
料
」
を
充
当
し
ま
す
。
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
使
用
料
は
利
用
者
数
に
応
じ
て
事

業
者
が
市
に
支
払
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
多
け
れ
ば
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
使
用
料
で
保
守
点
検
費

用
や
電
柱
借
用
料
だ
け
で
な
く
、
臨
時
費
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地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
事
業

ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
の
？

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

運
用
経
費
は
ど
う
す
る
の
？

整
備
費
の
ほ
と
ん
ど
は
国
の
補
助

電
力
会
社
な
ど 

通
信
事
業
者 

南
房
総
市 

市
民
な
ど 

電柱借用料電柱借用料 電柱借用料 

臨時費用臨時費用 臨時費用 

保守点検費用保守点検費用 保守点検費用 

インターネットサービス利用料金利用料金 インターネットサービス利用料金 

インターネットサービスの提供提供 インターネットサービスの提供 

光ファイバー網使用料網使用料 光ファイバー網使用料 

事業運用事業運用の流れ流れ 事業運用の流れ 

事　業　費　1,608,000

536,000

地方情報通信基盤 
整備推進交付金 
（1／3） 

964,000

地域活性化・公共投資 
臨時交付金 

（2／3の約9割） 

108,000

過疎債 

（補正予算分） 

単位（千円） 

交付税措置 この他に、補助の対象とならない費用 
（価格評価支援業務委託）が約170万円あります 

事業費の財源内訳 

事 業 イ メ ー ジ

インターネット
利用者宅

通信事業者整備範囲南房総市整備範囲通信事業者整備範囲

通信事業者
局　舎



バ
ス
の
運
行
が
あ
っ
て
も
、
利
用
者
が

少
な
い
区
域
（
以
下
、
小
規
模
需
要
地
域

と
表
記
）
は
、
運
行
本
数
も
減
少
す
る
と

い
う
悪
循
環
に
よ
り
、
さ
ら
に
利
用
者
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
市
内
を
走
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
（
市
が
補
助
ま
た
は
委
託
な

ど
に
よ
り
運
行
し
て
い
る
バ
ス
）
は
、
昭

和
58
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
に
、
民
間
事

業
者
の
路
線
廃
止
を
受
け
、
廃
止
代
替
バ

ス
と
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者

数
は
年
々
減
少
し
、
路
線
そ
の
も
の
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
平
成
19
年
３
月
か
ら

国
土
交
通
省
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
バ

ス
再
編
を
中
心
と
す
る
公
共
交
通
の
法
定

協
議
会
「
南
房
総
市
地
域
公
共
交
通
会

議
」、「
南
房
総
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
と
は
？

デ
マ
ン
ド
と
は
「
需
要
」、「
要
求
」
と
い
う
意
味
で
、
言
葉
の
と
お
り
需
要
が
あ
る
場
合

に
運
行
す
る
乗
合
型
タ
ク
シ
ー
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
電
話
な
ど
で
予
約
を
し
た
人
を
回
り
な

が
ら
運
行
し
ま
す
。
バ
ス
並
み
の
料
金
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き
、
多
様
な
需
要
に
対
応
で

き
る
特
長
が
あ
り
ま
す
。

協
議
会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

今
年
度
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
、
交

通
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
10
月
１
日
（
木
）
か
ら
小

規
模
需
要
地
域
の
解
決
策
と
し
て
「
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
の
実
証
運
行
を

行
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
地
域

や
ま
な
み
線

①

外
野
・
荒
川
・
山
田
（
富
山
国
保
病

院
〜
外
野
〜
荒
川
〜
瀬
波
戸
〜
山
田
〜

富
山
国
保
病
院
　
循
環
型
運
行
）

②

山
田
〜
大
井
〜
上
三
原
（
富
山
国
保

病
院
〜
山
田
〜
大
井
〜
酪
農
の
さ
と
〜

上
三
原
く
す
の
木
　
往
復
型
運
行
）

8 2009年9月号

ち
く
ら
線

①

千
歳
・
白
子
地
区
（
た
だ
し
路
線
バ

ス
競
合
区
間
は
除
く
）

②

岡
瀬
田
・
大
貫
地
区
（
た
だ
し
路
線

バ
ス
競
合
区
間
は
除
く
）

※

右
記
の
そ
れ
ぞ
れ
区
域
内
、
ま
た
は

路
線
内
を
運
行
し
ま
す
。

※

さ
ら
に
路
線
を
乗
り
継
ぐ
こ
と
で
広

域
的
な
移
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
の
一
例

富
山
地
区
在
住
の
Ａ
さ
ん
が
、
富
山
国

保
病
院
へ
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
依
頼
す
る
場

合
。

盧

電
話
予
約

利
用
す
る
前
日
ま
で
の
受
付
時
間
内

に
、
電
話
予
約
セ
ン
タ
ー
に
予
約
申
し

込
み
を
し
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
場
合

は
、
利
用
す
る
時
間
帯
の
２
時
間
前
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

盪
　
申
し
込
み

申
込
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
で
す
。
利
用
日
の
７
日
前

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
の
際

に
は
次
の
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

①
　
名
前

②
　
電
話
番
号

③
　
利
用
し
た
い
日

④
　
利
用
し
た
い
便
（
時
間
）

⑤

乗
車
希
望
場
所
（
例
・
富
山
地
区
○

○
付
近
）

⑥
　
目
的
地
（
例
・
富
山
国
保
病
院
）

蘯
　
乗
　
車

路
線
内
の
乗
車
希
望
場
所
に
は
あ
ら

か
じ
め
余
裕
を
も
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ

い
。

盻
　
乗
　
合

目
的
地
に
向
か
う
途
中
、
別
の
利
用

者
の
乗
車
場
所
や
目
的
地
も
順
番
に
回

り
ま
す
。

眈
　
到
　
着

利
用
料
金
２
０
０
円
を
乗
務
員
へ
支

払
い
ま
す
。

眇
　
予
約
セ
ン
タ
ー
電
話
番
号

や
ま
な
み
線

TEL
０
９
０
―
３
４
０
０

み

よ

う

よ

―
８
０
７
３

や

ま

な

み

ち
く
ら
線

TEL
０
９
０
―
３
３
１
０

さ

さ

っ

と

―
９
６
４
０

く

ろ

し

お

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

Ｎo.27
エコ★ニュースエコ★ニュース

　
月
　
日
（
木
）
か
ら
実
証
運
行
予
定 
10

1デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業 
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業 

市  内 
2カ所で 
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デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

問
１

利
用
に
予
約
が
必
要
な
の
は
な
ぜ

で
す
か
？

答

利
用
者
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
す
る
こ

と
で
、
効
率
の
良
い
運
行
が
で
き
ま
す
。

利
用
者
が
い
な
い
区
間
や
、
全
く
利
用

者
が
い
な
い
場
合
は
運
行
を
し
な
い
と

い
う
対
応
が
で
き
ま
す

問
２

予
約
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の

は
な
ぜ
で
す
か
？

答

予
約
を
受
け
付
け
た
後
に
、
適
切
な

配
車
作
業
が
必
要
で
す
。
乗
車
漏
れ
や
、

配
車
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
運
行
し
て

い
る
時
間
に
対
し
て
の
時
間
設
定
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
３
　
予
約
の
変
更
や
取
り
消
し
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

答

な
る
べ
く
早
め
に
電
話
予
約
セ
ン
タ

ー
へ
、
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
４
　
帰
り
も
予
約
が
必
要
で
す
か
？

答

最
初
の
予
約
の
時
に
、
帰
り
の
時
間

帯
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
帰
り
の
予
約

も
で
き
ま
す
。
診
察
な
ど
で
い
つ
終
わ

る
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
場
合
、
そ
の

都
度
、
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

（
た
だ
し
、
運
行
開
始
の
２
時
間
前
ま

で
に
お
願
い
し
ま
す
）。

問
５
　
行
き
は
時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
の

で
予
約
で
き
ま
す
が
、
帰
り
の
時
間
が

未
確
定
で
予
約
で
き
な
い
時
は
ど
う
し

ま
す
か
？

答

帰
り
の
時
間
が
未
確
定
の
場
合
な
ど

は
、
①
あ
る
程
度
の
目
安
で
予
約
を
し

て
お
き
、
変
更
が
必
要
な
場
合
は
変
更

す
る
②
時
間
が
確
定
し
た
時
点
で
、
早

め
に
予
約
す
る
（
た
だ
し
、
運
行
開
始

の
２
時
間
前
ま
で
）
と
い
っ
た
予
約
方

法
が
あ
り
ま
す
。

問
６

行
き
先
は
、
ど
の
範
囲
ま
で
利
用

で
き
ま
す
か
？

答

運
行
区
域
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、

原
則
と
し
て
運
行
区
域
を
越
え
て
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
７
　
利
用
す
る
時
間
が
定
め
ら
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

答

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
い
う

こ
と
で
、
タ
ク
シ
ー
を
連
想
す
る
人
も

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
予
約
に
応
じ

て
す
ぐ
に
対
応
す
る
通
常
タ
ク
シ
ー
と

は
異
な
り
、
時
間
を
定
め
て
運
行
す
る

乗
合
タ
ク
シ
ー
で
す
。
利
用
者
に
は
目

安
と
な
る
乗
車
場
所
と
時
間
に
合
わ
せ

て
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
８
　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

点
は
何
で
す
か
？

答

利
用
者
の
少
な
い
区
域
（
小
規
模
需

要
地
域
）
は
通
常
バ
ス
な
ど
の
路
線
存
続

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に
点
在
す

る
集
落
や
宅
地
は
バ
ス
停
ま
で
距
離
が
あ

り
、
足
の
不
自
由
な
高
齢
者
な
ど
は
バ
ス

停
ま
で
歩
く
の
が
大
変
な
の
で
、
バ
ス
を

利
用
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
タ

ク
シ
ー
車
輌
の
機
動
性
を
駆
使
し
、
運

行
区
域
内
は
原
則
自
由
乗
降
（
交
通
保

安
上
支
障
の
あ
る
場
合
を
除
く
）
と
し
、

範
囲
を
定
め
た
車
輌
が
運
行
可
能
な
場

所
へ
は
対
応
が
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま

す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行

デマンド型乗合タクシー

デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
Ｑ
＆
Ａ

こ
れ
に
伴
い
、
富
山
線
（
ト
ミ
ー
）
の

運
行
方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

と
合
せ
て
、
市
営
路
線
バ
ス
富
山
線
の
運

行
方
法
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

①

富
山
国
保
病
院
か
ら
先
の
外
野
・
荒

川
お
よ
び
山
田
方
面
は
、
ト
ミ
ー
の
運

行
は
休
止
と
な
り
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
に
変
わ
り
ま
す
。

②

小
浦
（
富
山
地
区
）
か
ら
南
無
谷

（
富
浦
地
区
）
ま
で
延
伸
し
、
館
山
日

東
バ
ス
市
内
線
と
接
続
を
図
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
富
山
線
車
内
、
富
山
国
保

病
院
、
富
山
支
所
に
時
刻
表
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
事
局

企
画
政
策
課
　
TEL

33
│
１
０
０
１

秋の全国交通安全運動
～知らせよう　ここにいるよと　反射材～

期　間　9月21日（月）～9月30日（水）
千葉県・千葉県交通安全対策推進委員会

※ 9月30日(水)午後3時から白浜長尾橋で啓発物資
などを配布するキャンペーンを実施します。



内
　
　
容

福
祉
用
具
の
選
び
方
・
介
護

者
の
健
康
管
理

費
　
　
用

無
料

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
　
TEL

36
―
１
１
５
２

晴
耕
苑
　
　
　
TEL

40
―
１
２
３
１

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

賞
　
　
金

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
、

２
億
円
。
秋
祭
り
賞
１
万
円
ほ

か
。

発
売
期
間

９
月
28
日
（
月
）
か
ら

10
月
16
日
（
金
）
ま
で

発
売
単
価

１
枚
３
０
０
円

抽
選
日

10
月
23
日
（
金
）

こ
の
制
度
は
、
高
等
学
校
・
専
門
学

校
・
大
学
な
ど
に
入
学
が
決
定
ま
た
は
、

在
学
す
る
者
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
者

に
対
し
、
修
学
上
必
要
な
学
資
を
貸
し
付

け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
者
の
修
学

を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

貸
付
条
件

①

市
内
に
住
所
を
有
し
、
引
き
続
き
１

大
き
さ
は
85
㎜
×
１
４
５
㎜
、
紺
色
と
黄

色
の
２
色
が
あ
り
、
予
定
表
や
千
葉
県
の

各
種
統
計
資
料
、
公
共
機
関
な
ど
の
情
報

を
収
録
し
て
あ
り
ま
す
。

申

込

先

情
報
推
進
課
ま
た
は
各
支
所

申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
、

来
所
に
よ
る
申
し
込
み

※

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
の
際
は
、

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話
番
号
・
希

望
の
色
・
希
望
の
数
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

10
月
２
日
（
金
）

価
　
　
格

１
冊
５
０
０
円

※

代
金
引
換
に
よ
り
、
情
報
推
進
課
ま

た
は
各
支
所
で
の
受
領
に
な
り
ま
す
。

引
渡
し
予
定

10
月
下
旬
以
降

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課

TEL

33
―
１
０
０
３

FAX

20
―
４
５
９
６

介
護
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術
の
普
及
、

介
護
者
同
士
の
情
報
交
換
・
健
康
管
理
を

目
的
に
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時

10
月
２
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分
ま
で

場
　
　
所

介
護
老
人
保
健
施
設「

晴
耕
苑
」

県
統
計
協
会
発
行
「
２
０
１
０
年
版
県

民
手
帳
」
の
購
入
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。
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定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
間
近

申
請
期
限
で
あ
る
10
月
６
日
（
火
）
ま

で
に
、
申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
、
定
額

給
付
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

給
付
を
希
望
す
る
人
で
、
ま
だ
申
請
し

て
い
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

手
元
に
定
額
給
付
金
申
請
書
が
見
当
た

ら
な
い
人
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
定
額
給
付
金
係

TEL

20
│
４
４
８
０

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
が

近
づ
い
て
い
ま
す
！

２
０
１
０
年
版

県
民
手
帳
購
入
予
約
受
付

家
族
介
護
教
室

奨
学
資
金
貸
付
制
度

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
２
０
０
９
年
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

年
以
上
居
住
し
て
い
る
者
ま
た
は
、
本

市
に
住
所
を
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る

子
弟
で
あ
る
こ
と
。

②

学
業
の
成
績
が
す
ぐ
れ
、
性
行
が
正

し
い
者
で
あ
る
こ
と
。

③

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が
困
難

な
者
。

※
　
選
考
基
準
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
金
額

高
等
学
校
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円
以
内

専
修
学
校
専
門
課
程
　
　
月
額
４
万
円
内

大
　
　
学
　
　
　
　
　
月
額
４
万
円
以
内

※

大
学
と
専
修
学
校
専
門
課
程
に
つ
い

て
は
、
入
学
準
備
金
と
し
て
30
万
円
以

内
（
１
回
の
み
）

貸
付
利
子

無
利
子

償
還
方
法

貸
付
期
間
が
満
了
し
た
月
か
ら
起
算
し

て
１
年
後
か
ら
、
貸
し
付
け
を
受
け
た
倍

の
期
間
内
に
月
賦
均
等
方
式
に
よ
り
償
還

す
る
。

申
込
方
法

年
度
途
中
で
も
貸
付
申
請
が
で
き
ま
す
。

貸
し
付
け
を
希
望
す
る
人
は
、
申
請
書
類

を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
　
TEL

46
―
２
９
６
２

定額給付金申請書と封筒 定額給付金申請書と封筒 



和
田
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
会
が

総
勢
53
人
で
ス
タ
ー
ト

和
田
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
会
は
、
総

勢
53
人
と
い
う
多
く
の
有
志
の
人
々
の
賛

同
に
よ
り
、
８
月
５
日
に
第
１
回
の
会
議

を
開
き
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら
の
説
明
に
加

え
、
千
葉
工
業
大
学
　
鎌
田
教
授
に
よ
る

「
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
と
題

し
た
講
話
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
義
や
、

新
し
い
公
共
に
は
市
民
参
加
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
国
内
で
の
実
例
と
し
て

静
岡
県
三
島
市
の
取
り
組
み
内
容
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
和
田
地
域
を
元
気
に
す
る
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こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

に
は
」
と
い
う
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、

８
班
に
わ
か
れ
、「
交
流
で
元
気
に
す
る

和
田
づ
く
り
」「
和
田
の
よ
い
と
こ
ろ
残

し
た
い
と
こ
ろ
改
善
し
た
い
と
こ
ろ
」

「
サ
ー
フ
ァ
ー
を
海
か
ら
丘
へ
」「
和
田
の

魅
力
を
再
発
見
」「
地
域
愛
」
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
が
独
自
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
参
加
者
間
の
地

域
に
対
す
る
思
い
や
考
え
方
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
具
体
的
な
活
動
に
向
け
た
話

し
合
い
の
ほ
か
、
拠
点
施
設
の
整
備
に
向

け
た
話
し
合
い
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

白
浜
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
会
は

地
域
資
源
と
地
域
課
題
を
テ
ー
マ
に
会
議

白
浜
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
会
は
、
第

２
回
会
議
を
開
き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

地
域
資
源
と
地
域
課
題
の
２
つ
の
テ
ー
マ

で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
、「
強
み
」「
弱

み
」
ゲ
ー
ム
や
Ｋ
Ｊ
法
（
※
）
に
よ
り
、

積
極
的
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

丸
山
中
３
年
生
の
笹
子
真
衣
選
手
が
、

「
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
」
の

女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル
に
、
千
倉
中
相
撲

部
の
２
年
生
山
口
英
靖
選
手
・
大
倉
一
樹

選
手
、
同
１
年
生
の
佐
野
正
太
朗
選
手
・

荒
井
拓
海
選
手
が
、「
関
東
中
学
校
相
撲

大
会
」
に
、
千
倉
中
３
年
生
の
荒
井
秀
選

手
が
「
関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
」
の

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し

ま
し
た
。

７
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
千
葉
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
で
、
笹
子
真
衣
選
手
は
１

０
０
メ
ー
ト
ル
で
６
位
（
12
秒
23
）
に
、

千
倉
中
相
撲
部
は
準
優
勝
、
荒
井
秀
選
手

は
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
で
３
位
（
４
分
19

秒
）
に
入
賞
し
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
、
関
東

大
会
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

８
月
５
日
、
全
国
・
関
東
大
会
に
出
場

す
る
選
手
た
ち
は
石
井
市
長
を
訪
問
し
、

「
自
己
ベ
ス
ト
が
出
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」、「
代
表
と
し
て
悔
い
の
な
い
試
合
を

し
て
き
ま
す
」
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
が
大

会
へ
向
け
て
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
選

手
の
力
強
い
決
意
に
対
し
、
石
井
市
長
か

ら
も
「
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
、
こ
れ
ま

で
の
練
習
の
成
果
が
十
二
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
市
、
県
の
代
表
と
し
て
頑
張
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
こ
と
ば
を
か

け
ま
し
た
。

８
月
７
日
、
千
倉
中
相
撲
部
は
、
桐
生

市
総
合
運
動
公
園
内
相
撲
場
で
行
わ
れ
た

関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

８
月
８
日
、
荒
井
秀
選
手
は
、
栃
木
県

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た

関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
１
５
０
０
メ

ー
ト
ル
に
出
場
。
４
分
25
秒
00
（
11
位
）

の
タ
イ
ム
を
出
し
ま
し
た
。

８
月
23
日
、
笹
子
真
衣
選
手
は
、
大
分

ス
ポ
ー
ツ
公
園
九
州
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
た

全
国
陸
上
競
技
選
手
権
１
０
０
メ
ー
ト
ル

に
出
場
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
決
勝
進
出
は
か
な
わ
な
か
っ

た
も
の
の
、
各
選
手
の
活
躍
は
、
部
活
動

で
、
後
に
続
く
選
手
た
ち
の
新
た
な
目
標

に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

中
学
生
選
手
全
国
･
関
東
大
会

へ
出
場

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
軈
今
軋

石井市長を訪問した選手の皆さん

8班にわかれてワークショップを実施

※

会
議
の
内
容
は
、
市
民
活
動
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
」

http://civil.m
boso-etoko.jp/

で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

※

「
Ｋ
Ｊ
法
」
と
は
、
ア
イ
デ
ア
や
意
見

を
カ
ー
ド
に
記
述
し
、
カ
ー
ド
を
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
集
め
て
図
解
し
、
ま
と
め
て
い

く
会
議
手
法
で
す
。
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健

康

だ

よ

り

本当にその歯は健康？
かつては、「歯槽

しそう

膿漏
のうろう

」と言われ、なんとなく

中高年からの病気というイメージのあった歯周病

ですが、実は、20歳代、30歳代でも7割から8割

までもの人がかかっているのをご存知ですか？

症状が進行してしまうと、徐々に歯を取り巻い

ている組織が破壊されてしまい、歯を失ってしま

うこともあります。初期には痛みや自覚症状が少

なく気づきにくいため、注意が必要です。

原因は？
原因は、歯と歯ぐきのすき間（歯周ポケット）

で増殖する歯周病菌で、近年、食習慣や喫煙、ス

トレス、糖尿病なども歯周病の進行に関連してい

ることがわかってきました。

歯周病セルフチェック！
1．歯ぐきが縮小し、歯と歯の間にすき間ができ

てきた

2．歯の表面を舌でさわるとザラザラする

3．歯みがきの時などに歯ぐきから血が出やすい

4．歯と歯の間に食べ物が挟まりやすい

5．人から口臭があると言われる

歯周病は、口腔内だけの問題ではなく、糖尿病

や呼吸器疾患など全身の健康にも影響してきま

す。セルフチェックの中でひとつでも当てはまる

ものがある場合は、なるべく早いうちに歯科医院

で受診しましょう。

8月19日、「地域の皆さんと協力してキャップを集めました」と、地域を代表して白浜町下沢地区の栗原さん
が、市役所本庁舎に約13,000個のキャップを持ってきてくださいました。
栗原さんは、ひとりでコツコツとエコキャップ運動に取り組んでいま

したが、「この熱意に感動した下沢地区の皆さんが取り組みに参加してく
れた成果です」と、おっしゃっていました。
また、「実際に、このエコキャップ運動をやってみて、キャップの回収

や、キャップを洗う・乾かす・シールをはがすなど、とても大変でした」
と、感想も述べていました。
キャップを出す時は、ぜひ、キャップに付いたシールをはがし、軽く

洗い、乾かしてから回収箱に入れるようにしましょう。

地域市民でエコキャップ運動に取り組みました!!
～白浜・下沢地区の皆さん、 ありがとうございました～

市では次のとおり成人歯科検診を行います。歯

科検診では、歯肉の状況、歯周ポケットの測定、

虫歯の有無などを確認します。

期　　間
11月2日（月）から12月28日(月)まで

申込期限
10月9日（金）

申込方法
電話で健康増進課に申し込んでください。

検診料金 800円

始めよう!!歯周病予防
問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

※　実施医療機関については健康増進課に問い合わせ 
　ください。 

平成21年度　成人歯科検診対象年齢 

対象年齢 生　年　月　日 

40歳 

 

50歳 

 

60歳 

 

70歳 

昭和44年4月1日～ 
昭和45年3月31日生まれ 

昭和34年4月1日～ 
昭和35年3月31日生まれ 

昭和24年4月1日～ 
昭和25年3月31日生まれ 

昭和14年4月1日～ 
昭和15年3月31日生まれ 

～自分の歯をチェックしてみましょう～
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エ

コ

★

ニ

ュ

ー

ス

6月から9月までは「夏季の省エネキャンペー

ン」として、省エネルギー運動が呼び掛けられて

います。この期間は、電気などのエネルギーが多

く使われるため、二酸化炭素などの温室効果ガス

が大量に排出され、地球温暖化や大気汚染などの

環境問題を引き起こす原因となってしまいます。

これ以上地球環境を悪化させないためにも、私た

ち一人ひとりが省資源・省エネルギーに取り組

み、環境にやさしい運動を実行しましょう。

市では、東京電力㈱と協力した環境（CO2）家

計簿の利用を呼びかけています。環境家計簿では、

家庭での電気、ガス、水道、灯油、ガソリンなど

の1カ月分の使用量や料金を入力・記入するだけ

で、排出される二酸化炭素（CO2）の量が簡単に

計算できます。環境家計簿をつけることで、二酸

化炭素の排出を減らす

実践的な行動につなが

り、さらには家計費の

節約になります。

皆さんのご家庭から

発生する二酸化炭素の

量を知り、省エネなど

のエコライフに積極的に取り組んでいただくこと

で、地球温暖化防止に貢献できます。ぜひ環境家

計簿をつけてみましょう。

※ 一人でも多くの市民の皆さんに環境家計簿を

つけていただくことで、市内の各家庭から発生

する二酸化炭素排出量の目安になり、今後の市

の地球温暖化防止対策の情報に活用することが

できます。

こちらのご家庭は、一戸

建住宅の1世帯2人暮らし、

共働きで通勤に車を利用し

ているなどの例です。

（※　家庭環境で数値は異なります）

毎月送られてくる電気量などの検針票や請

求書の使用量と料金を入力すると、その月の

二酸化炭素排出量などが種類ごとに色分けさ

れ、グラフで表示されます。線グラフは、昨

年の同月ごとの比較です。このグラフからは、

少しずつ二酸化炭素の排出量が減っているの

がわかります。（6月の二酸化炭素排出量は

423kgでした。）

市の環境（CO2）家計簿は、各家庭でイン

●実際に、ある家庭の環境（CO2）家計簿を見てみましょう。

※7・8月分のガソリンのデータは未登録です。

Ｎo.27
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課　環境都市づくり推進室 
TEL 33―1042

つけてみよう「環境家計簿」

我が家の二酸化炭素（CO2）の排出量はどれくらい？

ターネットに接続できるパソコンを利用し、初回の登録手続きを行ってから、2回目以降、簡単に利用

することができます。

また、パソコンをお持ちでない人のためにも手書き用の環境家計簿を用意しています。環境都市づく

り推進室にお問い合わせください。
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磯釣りの基本を学び、大会も開きます。 
10月25日(日）・11月1日（日）・11月3日（火・祝）
旧富浦漁港（富浦小近く）  

パンクのときタイヤ交換あなたはできますか？
11月29日（日）・12月6日（日）  
とみうら元気倶楽部 

冬のアロマもまたいいかも   
1月22日（金）・ 2月19日（金）・3月19日（金）
とみうら元気倶楽部 

人気の太巻きです。玉子巻きとのり巻きを作り
ます。  
11月6日（金）・11月27日（金） 富山公民館 

つるを使ったオリジナル作品をお部屋に飾りま
しょう！  
11月11日（水）・11月18日（水）・11月25日（水）
富山公民館（11月11日は合戸の福満寺集合） 

申込受付日時 　9月28日（月）午前9時から10月7日（水）午後5時まで（先着順） 
申込み方法　電話でお申し込みください。定員になり次第、締め切ります。 
　※申込者数が少ない場合は教室を開催できない場合があります。 

公民館からのお知らせ 

講座・教室名 
（開催回数） 開催日および場所 時　　間 

（参加費） 定員 申込および問い合わせ 

つりキッズ教室 
（3回） 

マイカー点検教室  
（2回） 

アロマテラピー教室 
冬（3回）  

太巻き寿司作り教室 
（2回） 

水仙で作るオリジナルのカニ。玄関口に文化の香りを！
11月14日（土） 富山公民館 

水仙のカニ作り教室 
（1回） 

お正月の準備、お飾りは自作のものを使ってみては？  
12月13日（日） 富山公民館 

お正月のお飾り作り 
（1回） 
 

つる細工教室 
（3回） 

おいしいパン作りをみんなで楽しみましょう。
11月12日（木）・11月26日（木） 富山公民館 

パンと洋菓子教室  
（2回） 

自分で作ろうおいしいソーセージとフランクフ
ルト！  
11月17日（火）・11月24日（火） 富山公民館 

手作りソーセージ講座 
（2回） 

やっぱりおもちはつきたてが一番！  杵と臼で作ります。
12月13日（日） 富山公民館 

子どももちつき大会 
（1回） 

近年ブームの布ぞうり、新鮮な履き心地をご自
分の手で。 
1月14日（木）・1月21日（木） 富山公民館 

布ぞうり作り教室  
（2回） 

魚やカキ・ウインナーなどの燻製作りです。  
1月19日（火）・1月26日（火） 富山公民館 

花の交配の仕方と種からの栽培の仕方を学びます。 
2月20日（土） 富山公民館 

燻製講座（2回）  

クリスマスローズの 
育て方と楽しみ方（1回） 

伝統工芸の技を体験しましょう。 
10月22日から毎週木曜日　白浜公民館 

房州うちわ作り教室 
（8回） 

蕎麦打ちを体験しましょう。（初心者向け）　
11月12日（木）・11月19日（木） 
白浜公民館 

蕎麦打ち体験教室  
（2回） 

みんなで楽しくお餅つきをしよう。　 
12月25日（金）白浜公民館　 

子供餅つき体験教室 
（1回） 

蕎麦打ちを体験しましょう。（初心者向け） 
①11月18日（水）・11月25日（水） 
②12月2日（水）・12月9日（水） 
千倉公民館 

蕎麦打ち体験教室 
（全2回×2） 

初心者のヨガ教室で心も体もリフレッシュしましょう。 
10月から・毎月第2・第4月曜日　千倉公民館 

ヨガ教室 
（6回） 

 

9：00～11：30 20人 

10人 

10人 

25人 

20人 

20人 

20人 

20人 

20人 

20人 

20人 

20人 

20人 

20人 

10人 

50人 

各10人 

20人 

10：00～11：30

9：30～11：00 
（材料費　2,000円/1回） 

10：30～12：00 
（材料費　500円） 

10：00～15：30 
初日は9:00集合 

13：30～15：30 
（材料費　500円） 

13：30～15：30 
（材料費　500円） 

13：30～15：30 
（材料費　1,000円） 

10：00～12：00 
（材料費　300円程度） 

13：30～16：00 
（材料費　500円） 

10：00～16：00 
（材料費　100円） 

13：30～15：30 
（材料費　1,000円） 

13：30～15：30 
（材料費　実費） 

13：30～15：30 
（費用　2,000円） 

10：30～12：30 
（費用　1,000円） 

9：30～12：00 
（費用　300円） 

13:30～15:30

10：30～12：30 
（費用　1,000円） 

とみうら元気倶楽部 
TEL　33－3411

富山公民館 
TEL　57－3590

千倉公民館 
TEL　44－3121

白浜公民館 
TEL　30－5140

講座・教室の受講生募集   
公民館では、市民の皆さんがどなたでも参加できる講座・教室の受講生を募集します。 
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南房総市に関する講義や現地を巡ります。　　
①11月17日（火） 
　よみがえった廃校　自然の宿「くすの木」 
　自然の宿「くすの木」 
②2月10日（水） 
　枇杷栽培と暮らし・とみうら元気倶楽部　 

講座・教室名 
（開催回数） 

開催日および場所 時　　間 
（参加費） 

定員 申込および問い合わせ 

ふるさと講座（2回） 

 

①10：00～15：00 
（費用　1,000円） 
②14：00～16：00

各35人 

エクセルの初歩を学びます。（文字入力ができ
る人を対象） 
①10月21日(水)～11月25日(水)毎週水曜日 
　三芳農村環境改善センター　　（各自パソコン持参）
②10月22日(木)～11月26日(木)毎週木曜日
　丸山公民館 　（教室にパソコン常設） 

自然の野山を歩き、植物や動物について学びます。
①10月28日（水）鴨川・保台ダム 
②11月18日（水）丸山・大沢林道 
③3月17日（水）館山・房の大山 

自然遺跡や社寺などを巡ります  
①10月26日（月）三芳・金毘羅山 
②1月26日（火）富山・木の根峠 

房総の山々を巡ります。　 
①10月24日（土）丸山・経塚山 
②11月14日（土）富浦・七面山 
③12月5日（土）千倉・高塚山 

パソコン教室 
 （エクセル初級） 
（各6回） 

動植物学び講座  
（3回） 

南房総探検クラブ  
（2回） 

南房総低名山教室 
（3回） 

色々な果樹の育て方を学びます。　 
①11月5日（木）～3月4日（木） 
　毎月第1木曜日・和田公民館・現地 
②11月19日（木）～3月18日（木） 
　毎月第3木曜日・富山公民館・現地 

果樹の育て方教室 
（各館・5回） 

①13：30～15：30 
 ②19：00～ 21：00

9：00～16：30

①　9：30～11：30 
②13：30～15：30

定員なし 

定員なし 

20人 

①25人 
 ②③35人 

9：30～15：30

各15人 

9：00～16：00 
 

丸山公民館 
TEL　46－4031

安房地方公民館連携講座　「見たり・聞いたり　安房の国」講座受講生募集 
　安房3市1町の公民館が連携し、ふるさと安房について学ぶ「見たり・聞いたり　安房の国」の第2回講座の受講生を募集します。  

申込受付日時 　9月28日（月）午前9時から10月7日（水）午後5時まで（先着順）　　　　　　         
申込み方法　 電話で申し込みください。定員になり次第、締め切ります。         

猪俣猛さんを中心とするジャズフェスティバル。3部構成。第一部は、安房高校・長狭高校による吹奏楽コンサートと地元ジャズ
バンドによるコンサート。第二部は、ジャズダンスコラボレーション。第三部は、猪俣猛さんとその仲間たちによるジャズヒット
パレード。ロビーではテレビモニターによるメディアアート展示。館外では、フリーマーケットの開催、　葦船、レトロバスの展示。 

テーマ 開催日および場所 時　　間 定員 申込および問い合わせ 

大房　緑の探検と 
歴史散策 

10月14日（水）　とみうら元気倶楽部・大房岬 10：00～16：00 25人 丸山公民館  
ＴＥＬ　46－4031

ミュージックフォーエバー　南総フェスティバル2009

　都道府県の農業大学校の農学科などを卒業した者または平成22年3月に卒業見込みの者で学校長の推薦が
ある者 

平成22年度　県農業大学校の学生募集（推薦入試） 

日時　9月26日（土）　　開場　午後1時30分　　開演　午後2時　　場所　県南総文化ホール　大ホール 
料金　一般3,000円　大学生・シルバー（65歳以上）2,000円　高校生　1,000円　中学生以下無料　※　全席自由席 
内容　 
 
 
問い合わせ　県南総文化ホール　ＴＥＬ　22－1811

農業のスペシャリストを目指す、県立の農業大学校の学生を募集します。 

募集人員　農学科　約40人　研究科　約10人 
受験資格　農学科　高等学校を卒業した者または平成22年3月に卒業見込みの者で学校長の推薦がある者 
　　　　　研究科　 
 
選考期日　10月27日（火）　選考場所　県農業大学校　 
選考方法　書類審査、小論文、面接　願書受付　9月24日（木）から10月9日（金）まで　合格発表　11月6日（金） 
申込および問い合わせ 
　　　　　県農業大学校　〒283-0001　東金市家之子1059　ＴＥＬ  0475－52－5121　ＦＡＸ  0475－54－0630 
　　　　　http://www.pref.chiba.lg.jp/noudai/
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和田町白渚地先の、道路改良工事に伴い「全面通行止め」を行います。ご迷惑をおかけしますが、ご協力
をお願いします。

迂 回 路 図

県道 和田丸山館山線の一部区間を全面通行止めにします

この大会は、潮風を全身に受けながら美しい海岸線から丘
陵へとバラエティに富んだ房総半島を自らの体力と気力で走
ることを目的とし、スピード競技ではなく、交通法規と大会
規則を守り、完走した人を賞する大会です。
各ステージは115km前後に設定されています。比較的フ

ラットな行程の1日目。太平洋を南下し丘陵地帯と海岸線の
風景を同時に楽しみ、道の駅ちくら潮風王国にゴールする2
日目。最終日は道の駅ちくら潮風王国を出発し、房総丘陵の
山岳を攻略するコースです。
南房総・花海街道の魅力を体感するイベントです。参加者

は、沿道の地域の人たちの声援を楽しみにしています。サイ
クリストの安全走行にご協力ください。
問い合わせ
ツール・ド・ちば2009実行委員会事務局
TEL 043－221－4477

観光プロモーション課
TEL 33－1091

南房総・花海街道を走り抜ける！
第4回｢ツール・ド・ちば2009｣開催
10月10日（土）から12日（月・祝）まで

全面通行止めとなる工事予定場所

通行止め予定期間 10月1日（木）から平成22年3月6日（土）まで
発注者および問い合わせ 県安房地域整備センター　建設課　TEL 22－4341
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8月17日（月）実施
●南房総市民環境大学の開講

8月定例記者会見 市からの 市からの 

お知らせ お知らせ 
試　験　日 11月29日（日） 場　　　所 県立館山総合高等学校

受　験　料 甲種5,000円、乙種3,400円、丙種2,700円

受 付 期 間 10月6日（火）から10月15日（木）まで（土・日・祝日を除く）

※　願書は受付場所で受付の1週間前から配布します。

受 付 場 所 安房郡市消防本部予防課、鴨川消防署、千倉分署、鋸南分署

▼試験のための受験者講習会

受験に必要な知識、物理化学、法令などの説明をします。

講　習　日 11月5日（木） 場　　　所 館山市コミュニティセンター

受講料など 6,100円（受講料3,500円、テキスト代2,600円）

※　乙種第4類の問題集は別売りで1,400円

問い合わせ 安房郡市消防本部予防課　TEL  22－2234

動物愛護週間（9月20日から9月26日まで）行事の一環で、抽選により不妊去勢手術費用

を一部助成します。

応 募 方 法 市環境保全課または各支所窓口にある｢専用往復はがき｣により、手術を希望する

県獣医師会の会員動物病院で、はがきの該当欄に動物病院のゴム印を押してもらっ

て応募してください。当選者には、10月中旬頃までに利用券（はがき）を送付し

ます。

応 募 期 間 9月20日（日）から9月26日（土）まで。※　期間内の消印のみ有効です。

問い合わせ （社）県獣医師会　　　　　TEL  043－232－6980

（財）県動物保護管理協会　TEL  043－214－7814

危険物取扱者試験

飼い犬・飼い猫の不妊・去勢手術費用の一部助成

初山京子さん（千倉地区）
「初めて見たときにたくましい生命力を感じ

ました」と、初山さん。作品にした木は、石堂
寺（丸山地区）にあります。
綾
あや

なすような木の根を見て、人と人とが手を
取り合って生きる姿を想像しました。人間もこ
んな風に大地に根を張って生きたいものだと思
いましたと、木と出会ったときの印象を語って
いただきました。
作品は油彩でＦ20号です。

今月の表紙

お
知
ら
せ
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●北海道沖に向け出港した大型サンマ船「第一安房丸」（富浦漁港）

日　　時 10月2日（金）午前10時から午後4時まで

場　　所 千葉地方法務局館山支局（館山市北条2169－1）

内　　容 公正証書などの作成（遺言・契約・会社の定款・私文書の認証）に関する事項

費　　用 無料

予約受付 9月24日（木）午前8時30分から受付開始。

先着10組までです（定員になり次第、締め切ります）。

予約および問い合わせ 千葉地方法務局館山支局　TEL  22－0620

千葉司法書士会館山支部では、10月1日の「法の日」にちなみ、無料法律相談会を行います。

日　　時 10月2日（金）午前10時から午後3時まで

場　　所 菜の花ホール（館山市北条1735）

内　　容 不動産の相続・売買など登記に関すること、多重債務、その他訴訟に関することなど

費　　用 無料

相 談 員 館山支部所属の司法書士

問い合わせ 村田事務所（館山支部会員） TEL  04－7092－4141

公証人特別相談所開設

市では、木造住宅の耐震化促進の一環として、耐震相談会を開催します。

日　　時 10月4日（日）午後1時から午後4時30分まで

場　　所 白浜公民館　　　費　　用 無料

※　相談は予約制です。予約は建設部管理課まで電話でお申し込みください。

予約および問い合わせ 建設部管理課　TEL  33―1102

無料法律相談会

住宅の無料耐震相談会

市では、市営住宅1戸の入居者を募集します。入居を希望される人は、建設部管理課または

各支所にある「市営住宅入居申込書」によりお申し込みください。

申込書は、市ホームページからも入手できます。

入居募集の住宅 川田団地（富浦地区）2ＤＫ（簡易耐火構造2階建て）

家賃7,800円から（金額は入居者の収入により変わります）。

募 集 期 間 9月11日（金）から25日（金）まで　　入 居 時 期 10月中旬予定

問い合わせ 建設部管理課　TEL  33―1102

市営住宅入居者

相
　
談

募
　
集
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●南房千倉大橋欄干のさざえ（千倉地区）

現在、南房総市および館山市を南北に縦貫する全長約16kmの道路が建設されています。このうち、
（独）森林総合研究所（旧緑資源機構）により11.4kmが建設され、平成22年4月に供用開始されます。
この道路の開通により、農産物の流通改善や皆さんの生活の利便性の向上が期待されます。つい

ては、この道路の愛称を募集します。
募集内容 基幹農道の愛称
対　　象 安房郡市内（南房総市、館山市、鴨川市、鋸南町）に在住の人 募集期限 11月20日（金）
応募方法 次のいずれかでご応募ください。
①　関係市町の役所窓口にある応募用紙に必要事項を記入し、窓口のボックスに投函する。
② 郵便はがきに、住所、氏名、性別および年齢、電話番号、愛称を明記して郵送する（道路愛称
の命名理由も書いてください）。
応募および問い合わせ
県安房農林振興センター　基盤整備部　地域整備課
〒294－0045 館山市北条402－1 TEL 22－8641
※　採用者には賞品が贈られます。
主 催 者
安房農林業振興協議会（県安房農林振興センター基盤整備部内）
（独）森林総合研究所　森林農地整備センター 安房南部建設事業所

農林水産省では、平成22年2月に実施される世界農林業センサスの調査で、農林水産省が直接行
う農林水産統計調査に携わる統計調査員を募集しています。農林水産統計は、農林水産行政施策の
展開に不可欠なデータを提出する、大きな役割を担っています。
募集期限 11月13日（金）
申込および問い合わせ
関東農政局千葉農政事務所君津・統計情報センター（君津市南子安1－2－24）
TEL  0439－54－1251

基幹農道の愛称

世界農林業センサス調査員

募
　
集

鋸
南
町
の
竜
島
に
、
源
頼
朝
が
サ
ザ
エ
の
角
を
踏
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◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第41話 ～
生稲謹爾

角の無いサザエ

館山市 

南房総市 

鋸南町 鴨川市 

基幹農道 
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田中タイヤ株式会社 
　館山市正木５９９－３ 
　ＴＥＬ ０４７０－２７－６７１１　ＦＡＸ ０４７０－２７－６７１５ 

田中タイヤ株式会社 
　館山市正木５９９－３ 
　ＴＥＬ ０４７０－２７－６７１１　ＦＡＸ ０４７０－２７－６７１５ 

プレミアムなムな静か静かさを実現　実現　しっかりした安定感た安定感 プレミアムな静かさを実現　しっかりした安定感 

定休日・木曜日　10：30～20：00　南房総市市部24

● 岩井駅前 ● 

TEL 0470-57-2019　FAX 0470-57-2908

精肉部
武平精肉店

大小宴会承ります 

野島埼灯台前　年中無休／AM6:30～PM10：30
南房総市白浜町白浜６２３－１５ TEL  0470-38-4747

食

事処・酒処

手作り惣菜手作り惣菜 

食

事処・酒処

手作り惣菜 

地元の人の憩いの場　お寿司～ラーメンまで 地元の人の憩いの場　お寿司～ラーメンまで 

車椅子トイレあり 
飲酒の人は 
近隣送迎ＯＫ！ 

野島埼灯台前　年中無休／AM6:30～PM10：30

南房総市白浜町白浜６２３－１５ TEL  0470-38-4747

南千倉ビーチコミュニケーションは、「CHIKURA CLEANING」を

テーマに南千倉海岸をきれいにするため、毎月1回のビーチクリーン活

動（ゴミ拾いなど）を行っている団体です。

会では、今シーズンの南千倉海水浴場の分煙化の話を聞き、海水浴場

開設期間内に砂浜に喫煙所（東屋）を設置しました。

喫煙所の設置により、海水浴客のたばこのポイ捨てをなくすことはも

ちろん、海岸の環境美化への取り組みを形あるもので表現することで、

海水浴客の意識に呼びかけ、

ゴミの放置抑制に繋げたいと

考えました。

私たちの活動は、地元サー

ファーを中心に毎回50人前

後が参加しています。今後も賛同していただける人々の協力

を得てますます活動を広げ、美しい海岸がコミュニケーショ

ンの場として発展していけたらと考えています。

今月は、市民提案型まちづくりチャレンジ事業を活用してビーチクリ
ーン活動に取り組んでいる団体を紹介します。

～市民活動団体の紹介澤～

まちづくりの 
主役たち 
まちづくりの 
主役たち 

南千倉海水浴場内の喫煙所

毎月第3日曜日に行う
ビーチクリーン活動

団体名：南千倉ビーチコミュニケーション

このコーナーは地域の市民活動団体を応援
するコーナーです。地域でがんばっている団
体をご存知でしたら情報をお寄せください。
問い合わせ 企画政策課　市民協働推進室

TEL  33－1005

連絡先および代表者
南房総市千倉町牧田167-1（Pizza Indy's内）

南千倉ビーチコミュニケーション

代表　金元　光男　TEL  44－0599

千葉県館山市正木528 
ＴＥＬ 0470－27－5691

当社はペットボトルをリサイクルしています 

館山商事株式会社館山商事株式会社


